
平成29年3月現在
番号 開　始 内　容 基本条例 備　考 経　費 成　果 課　題

1 平成２４年１０月から
賛否を議会だよりや
ホームページで公表

第１３条 〇×の一覧表

議会だよりは1
ページあたり(1.54
円×15,400部
で)23,716円

個々の議案等に対する議員
の考え方を明確に公表できる
ようになった。

特になし。

2 平成２４年１１月から 議員研修の実施 第１９条
講師を呼んで、これま
でに合計６回実施

平成28年度
238,538円

議員としての能力及び品位の
向上が果たせた。

成果については個人差があ
る上、目に見えるものでもな
いため、市民に伝わらない。

3 平成２５年２月から

傍聴席のバリアフリー
化、磁気ループ及び
傍聴者用モニターの
設置

第２条
新庁舎建設に伴い整
備

当初設置費用
のみ

傍聴者の利便性が向上した。 特になし。

4 平成２５年２月から 議会図書室を設置 第２１条
月刊誌や書籍等を購
入

平成29年度
230,000円（予
算）

議員の調査研究を補助する
環境が整った。

更なる利用促進が必要。

5 平成２５年３月から 自由討議採り入れ
第３条・
第１７条

主に常任委員会の請
願審査において活用

自由な討議で議論を尽くすこ
とにより、合意形成が図られ
た。

議員からの自主的な自由討
議採り入れの動議は無い。手
法を含め、研修が必要。

6 平成２５年５月から
議会活性化委員会の
設置

第２２条
各常任委員会から２名
ずつ、６名で構成

議会の活性化を強く推進し
た。

次にどのような活性化に取り
組むのかが課題。

7 平成２５年５月から 議会基本条例の研修 第４条
４年に１度の改選後に
実施

紙代、コピー代
議会基本条例の理念の浸透
が図られた。

条文と理念だけでは分かりづ
らいので、具体的な取り組み
を示すなどの検討が必要。

8 平成２５年８月から
議会報告会・意見交
換会の開催

第１４条
報告会はこれまで計５
回実施、参加市民は
のべ787名

紙代、コピー
代、会場借り上
げ料

市民に議会の活動状況を知って
もらうとともに、意見交換により、
議員活動に市民意見の反映が
図られた。

市民参加者数の伸び悩みや固
定化。他市と比較すると会場数
が多い。意見交換会での議員個
人的な発言。

9 平成２６年３月から
議案書の貸し出しを開
始

第２条 ２冊準備 紙代、コピー代
詳細な議案を知りたい市民に
対し、その機会を提供した。

ほとんど貸し出し希望はな
い。（当市での市民の一番の
関心は一般質問にあるため
では）

◎豊後大野市議会基本条例制定（平成24年10月1日）後の基本条例に基づく議会活性化取り組み状況の検証
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10 平成２６年３月から
議案書をホームペー
ジに掲載

第２条 議案毎にＰＤＦ化 なし
詳細な議案を知りたい市民に
対し、その機会を提供した。

特になし。

11 平成２６年３月から
開会日、閉会日の本
会議をケーブルテレビ
で生中継

第２条・
第６条・
第１３条

一般質問はH23.6から
生中継開始

市民に議会活動を知ってもら
う機会を拡大した。

機器が未対応のため視聴率は測定
できない。平成26年度に実施したア
ンケートの調査結果では、ケーブル
利用者の12.5％の人が議会中継を
見ている。

12 平成２６年１１月から 議会基本条例の検証 第２３条 Ｈ28.12にも検証
検証を行った上で、必要に応
じて修正を行い、より適切な
条例とした。

内部検証のみで外部評価は
していない。

13 平成２６年１２月から
次回の定例会開会日
をホームページで周知

第２条
閉会日の議運後、１週
間以内にホームページ
に載せる

議会の日程をいち早く、そし
て広く市民に周知できた。

特になし。

14 平成２６年１２月から
参考人として意見陳述
の機会を確保

第７条・
第１５条

平成27年６月、平成29
年３月にも参考人を招
致

実費弁償
参考人の意見を聞くことによ
り、委員会審査の充実が図ら
れた。

本会議での参考人の招致実
績はない。

15 平成２７年５月から
所管する調査事項の
全てを継続調査の項
目とする議決

第１６条
以前は、その都度、議
会の議決後に委員会
活動を開始

通年的に委員会を開催するこ
とが可能となり、委員会活動
が活性化した。

特になし。

16 平成２７年９月から 議会版事務事業評価 第８条
各常任委員会で１事業ず
つH27、H28で実施

評価報告の回答を求めること
で議会提案の実効性を高め
ることができた。

議会が事務事業評価を始めたため、
執行部はH27まで行っていた外部評
価を廃止したが、それにより評価事
業数からすると大幅な減少となった。

17 平成２９年３月 議場コンサート 第２条
三重総合高校吹奏楽
部に演奏を依頼

記念品代
親しみやすい開かれた議会を
ＰＲできた。

機器が対応していないため、ケーブ
ル生中継が出来ない。生中継する場
合は、かなりの予算措置が必要。関
係者以外の傍聴は少なかった。

18 平成２９年３月
政策提言及び政策立
案

第８条

政策提言は各常任委員
会で取り組み、市へ提
言。政策立案は産業建設
常任委員会で検討し、条
例を発議

成果が出るのはまだ先だが、政策提
言に対する執行部の対応について
は、今後の所管事務調査で確認して
いくため、委員会活動の活性化が期
待できる。

政策提言の取り組みは、常任委員
会で実施するのが適切か検討が必
要。事務事業評価と比較すると具体
性が乏しい。


